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1. はじめに

　防災推進国民大会（通称：ぼうさいこくたい，内

閣府等が主催）は，産学官民の関係者が日頃から

行っている防災活動を発表し，交流する日本最大級

の防災イベントである。2016年から開催しており，

2025年（第10回）は，新潟県新潟市で開催された。

来場者は約1万9千人と公表されている。概要は以

下のとおりである。

＜防災推進国民大会2025 in 新潟＞

　○日程：2025年9月6日（土）・7日（日）

　○会場：朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター

　○主催：防災推進国民大会2025実行委員会

　　（内閣府・防災推進協議会・防災推進国民会議）

　○協力：新潟県・新潟市

　本学会の除雪安全行動研究委員会では，雪害事故

の防止に向けて日頃から研究活動や普及啓発活動を

行っているが，そのほとんどが雪国の人々を対象と

している。事故の当事者が雪国の人々であるから当

然なのだが，社会を大きく動かしていくためには，

日本の人口の85％を占める雪国でない人たちにこそ， 

実態を知っていただく必要がある。「ぼうさいこくた

い2025 in新潟」は，その格好の機会，千載一遇の

チャンスと考えた。

　ぼうさいこくたいに出展するには，「セッション」

「ワークショップ」「ブース展示」「屋外展示」「パネ

ル展示」の中からひとつを選び，企画案を申請して

採択されなければならない。そこで、本学会として

雪の防災をテーマとした「セッション」を申請した。

高い競争率にもかかわらず，この提案が採択され，無

事開催することができた。本稿にてその報告を行う。

2. セッション「命を守る雪の防災」の概要

　時間は90分。会場の準備は直前の30分間のみ。

終了後はすぐに撤収しなければいけない。そのよう

な会場の制約下において，以下の内容で開催した。

＜セッション「命を守る雪の防災」＞

　○日時：2025年9月6日（土）14：30 ～ 16：00

　○会場：朱鷺メッセ展示控室1

　　　　　（オンライン中継あり）

　○主催：日本雪工学会

　○企画・運営：除雪安全行動研究委員会
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＊　公益社団法人中越防災安全推進機構（日本雪工学会 除雪安全行動研究委員会）

ぼうさいこくたい2025 in 新潟
セッション：命を守る雪の防災

National Conference for Promoting Disaster Risk Reduction 2025 in Niigata,National Conference for Promoting Disaster Risk Reduction 2025 in Niigata,
Life-Saving Snow Disaster Prevention SessionLife-Saving Snow Disaster Prevention Session

諸　橋　和　行＊　
	 	 	 　Kazuyuki  Morohashi

セッション「命を守る雪の防災」のチラシ
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＜登壇者＞

・上村靖司

　日本雪工学会 会長（長岡技術科学大学・教授）

・中村一樹

　日本雪工学会 理事（防災科学技術研究所

 雪氷防災研究センター センター長）

・田中さき

　農業タレント，川口観光大使，リポーター，

　 ニュースキャスター，モデル

・丸山未央

　ママ司会者，イベントプロデューサー，

　 2018年長岡市観光大使

＜司会進行＞

・諸橋和行

　日本雪工学会 除雪安全行動研究委員会委員長

 （中越防災安全推進機構 事務局長）

＜プログラム＞

1　はじめに（趣旨説明）

2　登壇者の紹介

3　雪による犠牲者の全体像

4　命を守る雪の防災 対策のポイントと変遷

5　新潟最前線の紹介

　①AIロボット除雪機（ながおかメイカーズクラブ）

　②屋根雪下ろし機（フジイコーポレーション）

　③YUBO（NPO中越防災フロンティア）

　④AI雪害事故発生予測（雪氷防災研究センター

 ＆長岡技大）

6　命綱実技講習

7　閉会 

3. 当日の内容

　司会の趣旨説明からはじまり，最初に中村氏より，

主に雪国でない人たちに向けて，雪による犠牲者の

全体像及び他の自然災害と比較した際の特徴を解説

した。続いて，上村氏より，命を守る雪の防災の基

本となる雪下ろし作業中の転落事故防止対策を具体

的に紹介した。
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会場の様子

セッションの登壇者
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　ゲストスピーカーである田中氏と丸山氏とのトー

クを適宜挟みながらプログラムを進行し，新潟が先

行する代表的な取組の事例として，動画を用いなが

ら，新潟県命綱固定アンカーガイドブック，雪下ろ

し用安全帯，AIロボット除雪機「ながおか雪蔵」，

屋根雪下ろし機，YUBO（有償除雪ブースター：

LINEアプリを活用した除雪ボランティア登録・派

遣の仕組み），AIを用いた長岡市の人身雪害発生予

測の試験運用を紹介した。

　後半は，雪下ろし用命綱セット（安全帯・ロープ 

・カラビナ）を用いた実技講習を行った。会場の参

加者に実際に安全帯（シットハーネス）を着用して

いただき，ロープワークやカラビナの使い方など，

屋根の上で転落防止を行うためのスキルを学んでい

ただいた。
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AIロボット除雪機「ながおか雪蔵」の紹介

屋根雪下ろし機の紹介

命綱実技講習
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4. おわりに

　今回のテーマは，「雪国でない人たちにこそ知っ

てほしい」である。そのため，「雪の研究者が女性

ゲストスピーカー（一般市民）に雪の防災について

わかりやすく解説する」というプログラム構成とし

た。その効果は極めて大きく，これまで手掛けてき

たシンポジウムや研修会等と比べても，画期的な内

容であったと思う。

　ひとつ誤算だったのは，雪国以外の来場者をメイ

ンターゲットに企画したのだが，ぼうさいこくたい

の出展団体数が過去最高ということもあり，同じ時

間帯に合計7つのセッションと3つのワークショッ

プが並行して開催されていたということ。よって，

来場者はそれぞれの興味・関心のあるところに参加

することとなり，その中で「雪」を選んでもらうこ

とは簡単ではなく，結果としては県内参加者が多く

なってしまった。若干心残りではあるが，参加者の

満足そうな様子から十分な手応えを感じることがで

きた。

　雪国新潟で開催されるぼうさいこくたいで，「雪」

がまったく扱われないという状況は避けなければな

らない。その観点からみても，今回の取組は本学会

にとって意義があったと思う。

　幸い，ぼうさいこくたい公式サイトで，本セッ

ションのアーカイブ動画をいつでも視聴することが

できる。ぼうさいこくたい終了後もずっと，全国・

全世界の方々に「命を守る雪の防災」を伝える可能

性が継続するのである。日本雪工学会ホームページ

の除雪安全行動研究委員会のページにも掲載してい

る。

■ぼうさいこくたい公式サイト

　命を守る雪の防災　セッションS-41

　https://bosai-kokutai.jp/2025/S-41/

■日本雪工学会ホームページ

　https://snoweng.org/

　（支部・研究委員会→除雪安全行動研究委員会）
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